○○自治会散居景観まちづくり協定書（案）

（協定の目的）

第１条　本協定は、砺波平野に広がる歴史的・文化的資産である散居景観を、現在の生活様式に合わせて守り、育て、次の世代に引き継ぎ、さらに磨きをかけて活用することで魅力あるまちづくりを進めることを目的とする。

（協定の名称）

第２条　本協定の名称は、○○自治会散居景観まちづくり協定とする。

（協定の締結）

第３条　本協定は、次条に定める区域内の住居の代表者の中で、この協定の目的に賛同する者の合意により締結する。

（協定区域）

第４条　本協定の区域は、○○自治会の区域であり、別紙区域図のとおりとする。

（景観形成に関する事項）

第５条　本協定を締結した者（以下「協定者」という。）は、協定区域内の景観が良好に

保たれるよう砺波市景観まちづくり計画に定める景観まちづくりの基準を遵守するものとする。

２　協定者は、建築物の敷地内の緑化及び樹木等の適正な維持管理を行うものとし、各号の基準を遵守するものとする。

(１)  敷地内の樹木は、間伐、枯損、危険な樹木又は自家の生活の用に必要な樹木を除き伐採しない。ただし、やむを得ず伐採する場合は、新たに高さ３ｍ以上となる樹木（伐採した樹木と同数）の植栽を行う。

(２)  敷地内に高さ３ｍ以上となる樹木を３本以上保有する。３本以上保有していない場合は、不足する本数の苗木を、協定を締結した日から起算して１年以内に植栽

する。

(３)  本協定区域内に住む高齢者や障がい者等が自ら行うことが困難な樹木の管理や

落ち葉の処理等を共同して行う。
(４)  生け垣を敷地の周囲に設置する。
３　協定者は、建築物の新築、移転、増築、改築又は模様替えを行う場合には、位置・高さ、形態・意匠、色彩について、各号の基準を遵守するものとする。

(１)　建築物の屋根は、黒色、灰色、茶色又はそれらの系統色とし、砺波市景観まちづくり計画に定めるお薦めの色とする。

(２)　建築物の外観は、白色、黒色、灰色、茶色又はそれらの系統色とし、砺波市景観まちづくり計画に定めるお薦めの色とする。

(３)　建築物の増築を行う場合は、既存建築物と同様の形態・意匠とし、相互に調和
してまとまりのあるものとする。

(４)　建築物は２階建てまでの和風造りとする。

(５)  建築物と道路の間に緑地帯を設ける。

(６)　建築物には、石材や木材などの自然素材を使用する。

(７)　建築物の屋外設備機器は遮へいし、道路や公園などの公共空間側へ露出して設置する場合は、建築物本体と調和するよう同系色とする。

４　協定者は、既存の建築物についても周辺の景観と調和するよう努めるものとする。

５　協定者は、協定区域内（空き家を含む。）の美化（除草・清掃活動、花植え活動）に

努めるものとする。

６　協定者は、地域ぐるみ、家族ぐるみで魅力ある散居景観を保全・形成するように努めるものとする。

（協定の有効期限）

第６条　本協定の有効期限は、協定締結の日から１０年を経過した日とする。

２　本協定の有効期限までに、協定者の３分の２以上の申し出がなければ、この有効期限はその日から１０年を経過した日まで延長されるものとし、以後も同様とする。

（協定の変更・廃止に関する事項）

第７条　本協定を変更しようとするとき又は廃止しようとするときは、協定者の３分の２以上の合意によるものとする。

（協定者への参加の働きかけ）

第８条　協定者は、本協定を締結した日以後において協定を締結していない協定区域内の住居の代表者に対しても、本協定に参加するよう働きかけるものとする。

（その他）

第９条　本協定の履行に必要な事項であって、本協定に定めのない事項については、別途協議のうえ、定めるものとする。

　　年　　月　　日
割印により、２枚目以降に協定者を続ける





１　下線の部分は任意項目であるため、必ずしも協定に記載する必要はありませんが、斜体字以外の部分は、必ず協定に記載してください。


２　第５条（景観形成に関する事項）については、自主的な基準を設ける趣旨から、地区での協議により、地域の特色ある項目を定め、必ず市の基準に追加してください。








